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１．はじめに（発表の目的）

スピーチ作成を含む一連の学習活動

↓

初級学習者は
 

どのように認識し、

何を成果と感じているのか？

＝発信、運用を重視したコースデザインの

有効性の検討
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２．スピーチを取り入れたコースデザイン
 2-1.外交官・公務員日本語研修での位置付け

２学期（日本語学習開始４ヶ月目～）
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3学期（日本語学習開始7ヶ月目～）

対象：初級成人学習者



ⒸThe Japan Foundation Japanese-Language Institute, Kansai 

２．スピーチを取り入れたコースデザイン
 2-1.外交官・公務員日本語研修での位置付け

ねらい

他科目での学習項目を総合的に運用する機会を与え、

まとまった内容を表現する体験を通して、

口頭運用能力を高めるとともに、

日本語学習への動機づけを行う
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２．スピーチを取り入れたコースデザイン
 2-2.学習活動の過程

Ａ．クラス内活動
〔1.談話展開の把握→2.話題に関するQ&A→3.ﾓﾃﾞﾙｽﾋﾟｰﾁの聴解又は読解〕
Ｂ．クラス外活動〔4.原稿の作文→5.個別添削〕
Ｃ．クラス内活動〔6.クラス内発表→7.質疑応答→8.フィードバック〕
Ｄ．クラス外活動〔9.公開最終発表会〕
Ｅ．クラス内活動〔10.フィードバック〕
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３．調査の概要

第1回：クラス受講前

第2回：通常クラス活動終了時

（公開最終発表会前）

第3回：クラス受講終了後

（公開最終発表会後）

調査対象 日本語学習開始4ヶ月目～7ヶ月目

スピーチクラス受講者
 

23名

タスクへのニーズ、

タスク及び情意面のレディネス

情意面、日本語能力面の

自己評価の変化とその要因
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４．調査結果
 4-1.全体的な傾向

・日本語使用に対する自信

・言語能力の向上

学習成果に関する認識

・話題に関する情報の獲得
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４．調査結果
 4-2.学習成果とその要因に関する認識

学習成果の
 認識他者（ピアや教師）との

 協働の体験

一連の学習活動の
 反復

他の日本語使用場面
 （他科目、現実場面）で

 の有効性の気づき

スピーチ作成プロセスを
 重視した各学習活動

初級学習者

難度の高い
 タスク（スピーチ）
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５．まとめと今後の課題

スピーチを取り入れたコースデザイン

コースデザイン時の配慮

教師の役割

話題選択

他科目との連携等による負担軽減

学習活動と日本語使用場面の関わり

 明示

日本語面、情意面のサポート
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